
こんにゃくの植付生子の大きさと栽植密度について

1．試験のねらい

　　生子の大きさと栽植密度による肥大培率と収量の変化を明らかにし、効率的な次年度種球の生

産方法を検討した。

2．試験方法

　　1年目は株間を変えて、2年目は畦巾を変えて、第1表のような設計で行った。2ケ年とも3

ブロック分割区法配置とした。

　　第1表　試験区構成

a　1年目

b　2年目

水準
1　　2　　3

要困

プロック 1 2　3

生子重 小　　中大

栽植密度 標準や密密
水準

1　　2　　3
要因

ブロヅク 1　　2　　3

生子重 小　中 大

畦巾（㎝） 60　50　40

注、生子重

　　小：6．95士19、中：9．60土19、大：12．O吐19

　　栽植密度

標準：278株／涜、や密：3γ0株”、密：55．6株／涜

（60×12㎝二条千鳥）（60×9㎝二条千鳥）（60×6㎝二条千鳥）

注、生子重

小：6．5±19、中：9．2±19、大：11．6±19

　　栽植密度

畦巾60㎝：3γ0株／㎡、50㎝：39．2株／㎡

　40㎝：55．6株／㎡、9㎝二条千鳥播

3一試験結果及び考察

111地上部の生育は2ケ年とも、大きい生子ほど、また、栽植密度が高くなるほど犬きくなった。

　　このことは、栽植密度が高くなることによって徒長ぎみの生育をしたためであり、’方、二次

　生長株は小さい生子ほど、また、栽植密度が低いほど多くなった。このことは小さい生子ほど、

　　重た、栽植密度が低いほど、旺盛な生育をしたものである。

②球茎の肥大率は2ケ年とも、、小さい生子ほど、また、栽植密度が低いほど高かった。次年度

　　の種球の目安と考えられる409以上の球割合は、小さい生子ではやや低い傾向にあったが、

　　1年目は生子の大きさにかかわらず、株間9㎝以上ではそれぞれ差がたく、それ以下では滅少

　　した。株間を9㎝に固定して行った2年目では、生子の大きさによって異たり、大きい生子は

　畦巾60㎝以下で減少したが、中、小の生子は畦巾50㎝までは減少しなかった。

（3）収穫生子の収量は2ケ年とも、生子の大さき、栽植密度にかかわらず、大きな差は認められ

　ず、単位面積当たりの収穫した生子の収量はほぽ’定であった。

4．成果の要約

　植付生子の大きさと栽植密度との関係を検討した結果、次年度の種球の目安とされる409以
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上の生産割合を高める栽植密度は、株間69㎝（二条千鳥）で、畦巾は大きい生子の場合が60

㎝、中・小の生子の場合は50㎝が適当である。また、この場合、二次生長株から生ずる二段球

　も比較的少く、種球の取扱上からも間題は少たい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　作物部　倉井耕一）

　表一2　生育調査及ぴ収量調査

a　1年目

一項層 出芽期開葉期　　生　育 調　査 総 球一個肥大率 409以上 健全 二 段生子震生子生子
葉身畏葉柄長二次生長株率 茎　重平均重 球茎重球割合球率球率 一便重着生数

要困 月　　日月　　日　㎝　　㎝ 偽 kθ■a　θ 陪 kσ■副 ％ ％ ％　㎏■a ヲ 個／傑
1　■　　　一　　一

有意差　検 定 皿S　　　　　皿S ns nS πS nS 皿昌 口s 皿S ns n9 nS 十 ○畠 ns
プ　ロ　，　ク 1 6　　27　7　　10 272 27．5 2．8 23τ8 62．9 6．78 215I7 72．2 60．6 5．O 40．7 1．97 5．87

2 6　　27　7　　！O 279 30．0 2．2 231I1 61．一 6．67 208．1 73．1 64．O 2．3 51．3 2．21 6．31
3 6　　28　7　　11 27．9 28．6 1．3 2雪O．7 60，9 6．48 206．1 71．6 62，2 1，8 44．3 2．OO 6．10

宿意 差 検 滝 ＊＊ 十 ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ 08 ＊ n目 ＊ n9
犬 小 6　　30　7　　－3 24．3 23．8 4．8 192．8 51．9 7－7 165．2 6τ2 61．3 6．9 41．2 5．65 1，95
き 中 6　　27　7　　9 28．0 29．1 1．5 241．8 64．1 6，68 219．2 74．o 62，4 2．1 46．7 6．10 2．12
さ 犬 6　　25　7　　9 30．6 33．2 o．o 265．O 59．5 5．79 245．4 75．6 63．一 O．1 48．4 6．53 2．10

L　S　D （O－05〕 2 一 1．8 ’．6 2．2

有意養 検 定 十 十 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ nS ＊ ＊＊

歴 蟹 準 6 27　7　　10 26．6 24．4 4．2 181．7 6τ7 727 171．1 7τ8 66．6 6．3 41．7 6．33 2．44
や 密 6 27　7　　10 2τ7 28．7 1．9 228．2 63．9 6．91 209．6 76．I 65．1 2．6 4τ1 6．17 2．OO

度 密 6 28　7　　－1 28．5 32．9 O．2 289．8 53．8 5．76 249．1 62．9 55．1 O．2 4冗5 5．77 1．55
L　S　D （O．05， ‘ 十 一．2 1．3 1．2

交　互　作 用 皿畠　　　　　皿S　　　　nS　　回S ＊＊ ＊　　　ns 十 ＊ I15 I19 ＊　　nS IlS nS

b　2年目

項目 出芽期開葉期 生青調査（9月一9圓〕 総球’傾肥犬率 409以上 健全 二 段生予重生子生子
葉身長　葉柄長　章冠巾　＝次生長株　茎　颪　平均重 球茎重球割合’偶平球率球率 一個童着生数

要因 月 目月目 ㎝ ω ㎝ ％ ㎏■・ チ 儘 晦■a ％ 均重7 ％ ％k〆日 9 個■株

一宿意養検 定 皿S 十　　皿S ＊ ns 皿S nS n5 皿s 日s ns ns 皿s 皿S　　聰S 而S

ブ　ロ　7　ク 1 629 712　26．4 26．5 66．1 0．8 216．4 4冗9 5．39 182，4 56，1 713 4τ3 6占　29．3 5．27 1．23

2 629 12　25，9 25．7 66．6 1．4 20τO 4＆o 521 173．2 53，9 70．O 432 9，7　28．5 5．11 1．23
〃

3 627 10　25．6 25．1 63．8 O，6 19τ2 45．O 5．07 166－6 53．1 69．4 43．O 3，0　28．7 5．56 1．14
〃

有意養検 定 皿S 十 ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ 十　＊ 十 皿9

小 627 710 23．1 20．9 60I2 2．6 176．5 3㌫一 6．01 138．9 4Z8 62．9 382 12石 271 5．13 1．15

中 629 12 26．1 26．O 63．9 O．2 2120 46．9 5．10 178．6 575 692 475 4．4 29．9 5．32 1．24

大 628 11 28．8 30．3 72．4 o．1 232．1 53．O 4．57 204．8 578 79．2 4■8 22 29．5 5．49 1．21

LSD （O05〕 ω 1．4 i苅 6．5 1．8 29．7 4．1 O．42 31．3 τ1 4．1 τ4 1」

有意 差 倹 定 nS 皿S　　nS ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ns ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊　皿s 皿S 珂s

畦 60 628 711　23．6 23．9 69．7 1．4 188．1 50．8 5．69 166．2 60．6 73．4 50．6 11，1　25．4 5．52 1．24

50 628 711　25．6 252 65．O 1．1 208．7 470 5．32 1815 55．9 71．0 45．1 6，2　30．1 528 1．27

巾 40 628 711　26．1 28．1 618 O．5 223．7 412 4．67 174．5 46．6 66．8 3工7 1，9　31．1 5．14 1．09

LSD （O05，
1．5 3．O O．5 23．9 3■ 帆39 42 3－9 4．6 4．4

交　互　作 周 皿S 十　　nS ns ＊＊ ＊ n畠 n9 皿S n3 nS 皿s ns ＊　　11S 皿S 皿S

％80

収

穫70

割j

合60

50

注1．

注2．

注3．

＊＊・＊・十はそれぞ肌1％、5％、10％水準で有意。

健全球率は罹病球と409以下の発育不良球を除いた健全球の割合g

二段球は二次生長によってできた球茎。

四＼ミ　a’年圓凡例％70
　　　　　　　　　　　◎：小
　　　　　　　　　　　△：中
　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　口：大

50

40

b　2年目

　　12　　9　　　6㎝株間（睦巾60㎝）　　　　　60　　　50

図一1　409以上種球割合における植付生子の大きさと栽植密度の関係

40㎝　畦巾
　　　株間9㎝　　（二条千鳥）

一52一


